
　

脳
疾
患
と
心
疾
患
を
中
心
に
、
急
性

期
か
ら
回
復
期
、
生
活
期
リ
ハ
ビ
リ
ま

で
切
れ
目
の
な
い
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
提
供
し
て
い
る
。

　

そ
れ
に
よ
り
、
病
気
を
発
症
し
て
入

院
、
自
宅
に
帰
り
、
さ
ら
に
は
退
院
後

の
生
活
の
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
に
至
る

ま
で
、
同
じ
コ
ン
セ
プ
ト
で
リ
ハ
ビ
リ

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

ひ
と
つ
の
病
院
で
、
急
性
期
・
回
復

期
・
生
活
期
の
リ
ハ
ビ
リ
が
完
結
で
き

る
の
で
、
転
院
な
ど
の
環
境
の
変
化
が

な
く
、
安
心
感
を
も
っ
て
リ
ハ
ビ
リ
に

取
り
組
め
る
。

　

急
性
期
・
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
を
行
う

院
内
の
「
脳
・
心
臓
・
内
科
リ
ハ
ビ
リ

チ
ー
ム
」
で
は
、
重
度
片
麻
痺
患
者
の

い
る
方
に
も
安
全
な

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
を

提
供
で
き
る
よ
う
に

努
め
て
い
る
。

　

一
方
、「
生
活
期

リ
ハ
ビ
リ
チ
ー
ム
」

は
、
自
宅
で
の
生
活

サ
ポ
ー
ト
や
介
護
保

険
、
福
祉
用
具
の
活

用
な
ど
に
長
け
て
お

り
、
ま
た
退
院
支
援
に
つ
い
て
も
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
る
。

 

「
今
年
は
、
回
復
期
病
棟
の
開
設
２
年

目
で
、
リ
ハ
ビ
リ
の
質
の
向
上
や
院
内

体
制
の
強
化
を
図
り
、〝
し
た
い
〟
を

〝
で
き
る
〟
に
変
え
る
チ
ー
ム
医
療
の

実
現
を
目
指
し
て
、
医
師
・
看
護
師
・

リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
が
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
」
と
安
部
陽
子
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
長
。

歩
行
を
ア
シ
ス
ト
す
る
下

肢
装
具
治
療
を
、
退
院
後

の
生
活
を
イ
メ
ー
ジ
し
な

が
ら
超
急
性
期
か
ら
積
極

的
に
歩
行
練
習
に
活
用
し

て
い
る
。
ま
た
心
疾
患
や

人
工
透
析
を
受
け
ら
れ
て

社
会
医
療
法
人
医
翔
会
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▲札幌白石記念病院

▲リハビリ室

「
回
復
期
病
棟
」開
設
２
年
目
、さ
ら
な
る
質
の
向
上
を

急
性
期
か　
　

ら

回
復
期
、生
活
期
ま　
　

で

一
貫
し
た
リ
ハ
ビ
リ


